
平成 30 年９月富津市教育委員会定例会議 会議録

１ 会議の名称 富津市教育委員会定例会議

２ 開催日時
平成 30 年９月 27 日（木）

11 時 00 分から 11 時 50 分

３ 開催場所 青堀小学校 会議室

４ 審議等事項

○報告事項

報告第１号 平成 30 年度富津市内小学校修学旅行の計画につ

いて

報告第２号 富津市「いじめ相談メール」の開設について

報告第３号 専決事項の報告について（後援申請）

５ 出席者名

岡根教育長、坂部教育長職務代理者、榎本委員、小坂委員、池

田委員、笹生教育部長、髙梨教育部参事兼学校教育課長、重城

教育総務課長、細谷学校教育課主幹、鈴木学校再配置推進室長、

河野教育センター所長、當眞生涯学習課長、渡邉公民館長、刈

込教育総務課長補佐、髙濵教育総務課主任主事

６ 公開又は非公開の別 公開 ・ 一部非公開 ・ 非公開

７ 非公開の理由 (理由)

８ 傍聴人数 ０人 （定員 ６人）

９ 所管課 教育部教育総務課庶務係 電話 0439-80-1340

10 会議録（発言の内容） 別紙のとおり
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平成 30 年９月富津市教育委員会定例会議 会議録

発 言 者 発 言 内 容

岡根教育長

榎本委員

岡根教育長

こんにちは。本日は、青堀小学校をお借りしての定例教育委員会議で

ございます。２学期に入り、気候的にも少しは落ち着いてきていると

思います。学校については、今は授業中だとは思いますが、かなり静

かに行われているようです。今回は、そのような学校の様子を見てい

ただくとともに、本校は老朽化が進んできておりますので、校舎等の

様子を見ていただければと思い、このように企画させていただきまし

た。また、給食を児童と一緒に食べていただきながら、児童の様子も

見ていただきたいと思います。それでは、教育委員会議を開催いたし

ます。本日の議題については、『平成 30 年度富津市内小学校修学旅行

の計画について』など、報告３件でございます。忌憚のないご意見を

お願いいたします。それでは、平成 30 年９月富津市教育委員会定例会

議を始めます。本日の会議録署名委員の指名でございますが、榎本委

員にお願いいたします。

はい。

それでは、教育長報告を申し上げます。１ページをご覧願います。１

番目のネーミングライツ導入審査委員会ですが、８月 22 日と９月 14

日に開催されました。市役所の大会議室や１階ロビー、公民館のホー

ル等に愛称をつける権利を与える代わりに、ネーミングライツ料金や

役務を支払うことにより、市民生活の向上を図るパートナーを募集す

るものです。９月 25 日から募集しております。次に２番目の君津地方

教育研究集会全体集会ですが、例年行われている教職員による研究集

会で、今年度は９月 21・22 日に分科会を袖ケ浦市で行いました。その

全体集会ということで、８月 23 日に君津文化ホールにて開催されまし

た。式典の部に参加いたしましたが、約 700 名の教職員が集まって盛

会でした。次に３番目の富津市教頭会との懇談会ですが、今年度から

校長・教頭・教務主任の方々と懇談し、現場の声をお聞きしたいとい

うことで始めました。教頭会とは２回目の懇談会となりましたが、今

回は、『現場の活性化』というテーマで職員の意欲喚起を図るための管
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理職の関わり方について、懇談させていただきました。次に４番目の

第 36 回君津地方ＰＴＡバレーボール大会ですが、８月 25 日に市総合

社会体育館で開催され、開会式に出席いたしました。各市の予選を勝

ち抜いたチームとあって、壮観でした。優勝は蔵波小学校で、県大会

に出場します。青堀小学校については、今まで県大会に出場しており

ましたが、今年度は蔵波小学校と準決勝で対戦し、惜敗しました。次

に５番目の三枝病院開院 50 周年感謝の集いですが、新設された病院の

施設等の説明もあり、地域医療に貢献している三枝病院が 50 周年を迎

えられたことに、出席者からお祝いの言葉が寄せられておりました。

次に６番目の東京電力ＬＮＧ地下式タンク完成見学会ですが、地域の

大企業である東京電力フュエル＆パワーのＬＮＧ地下式タンクが２基

完成したことから見学会があり、市役所や市議会等から参加いたしま

した。地上から 33.５ｍ、下まで降りて底から見ると、とても大きなタ

ンクであり、大変驚きました。富津市内の小学６年生がタンク内部に

記念の絵を落書きする取組もあり、力作が見られました。次に７番目

の経営改革本部会議ですが、使用料・手数料の改定及び来年度の組織

について、提案がありました。現在、それぞれ各部に持ち帰り検討す

るということになっております。次に８番目の第 48 回君津地方英語コ

ンテストですが、君津地方教育委員会連絡協議会を代表し、開会式に

出席いたしました。各学校の代表者の練習を重ねたスピーチが展開さ

れました。次に９番目の佐久間清治氏叙勲受章祝賀会ですが、長年に

わたり、市長としてご尽力された佐久間前市長の叙勲受章祝賀会があ

り、多くの参加者の皆さんとともに、その功績とご努力に対して御礼

を申し上げ、受章をお祝いいたしました。次に９月定例市議会につい

て、ご報告させていただきます。まず、教育委員会に関係する議案に

ついては、そちらに記載されているとおりでございます。また、一般

質問については、来年度以降も猛暑が続く予報もあることから、教育

環境の整備を図るための学校の空調設備についての質問が多くござい

ました。執行部としましては、『来年の夏に間に合うように普通教室の

エアコン設置に努めたい。』と答弁いたしました。また、トイレの洋式
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坂部委員

岡根教育長

重城課長

坂部委員

岡根教育長

髙梨参事

化や改修についての質問もございました。さらに、鋸山の文化遺産登

録に向けた取組や児童生徒の健康診断とその後の対応について等の質

問がございました。詳細については、１ページから３ページをご覧願

います。以上で教育長報告を終わります。ご質問・ご意見等はござい

ますか。はい。坂部委員。

はい。９月議会について、各議員から小中学校の空調設備設置につい

ての質問が多くあり、『来年の夏に間に合うように普通教室のエアコン

設置に努めたい。』と答弁されたとの報告がありました。恐らくは、近

隣市や全国でも来年の夏に設置を行う見込みのところが多いと思いま

す。そのような中で、業者の手配などの準備については、早めに行わ

ないと来年の夏に間に合わないと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。

では、現在の状況の説明をお願いします。はい。教育総務課長。

はい。現在、来年の夏に向けて、機器の選定等や事業費を算出すると

ともに、来年の夏に間に合うためのスケジュールを組んでいるところ

でございます。以上でございます。

わかりました。ありがとうございました。

他にご質問・ご意見等はございますか。無いようですので、各課報告

をお願いします。始めに学校教育課、お願いします。

はい。学校教育課から報告いたします。８月 28 日、301 会議室におい

て、峰上２校の地区代表・保護者代表・学校代表等から組織される『峰

上地区教育促進同盟』による市長への要望の会が開催され、施設の整

備・修繕に関して、プールやトイレ等ついての要望がございました。

教育委員会からは、教育長・部長・参事・教育総務課長・学校教育課

主幹が対応いたしました。９月３日に市内全小中学校で始業式が行わ

れ、２学期がスタートいたしました。なお、９月３日現在の児童数は

1,743 名、生徒数は 904 名で、本年５月 1 日と比較し、小学校で１名の

増、中学校で３名の増でございました。９月 11 日、503 会議室におい

て、市内全小中学校から管理職の参加により、飲酒運転絶対禁止に向

けた研修会を開催いたしました。こちらは、８月 29 日の県教育委員会
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岡根教育長

河野所長

定例会で今年度３人目になる飲酒運転による懲戒処分者が出たことに

関し、全県的に取り組んだものでございます。９月 28 日を期限に全校

で飲酒運転絶対禁止の研修会を実施し、報告書を取りまとめ、県教育

委員会に提出いたします。９月 18 日、504 会議室において、臨時校長

会議を開催いたしました。これは、教育総務課より空調設備の設置に

関する説明と予備的調査、防災安全課の避難所開設キットの配備、子

育て支援課の『子ども子育て支援事業計画』ニーズ調査の小学校の回

収協力などについて理解を求めるため、開催されたものでございます。

９月 25 日・26 日、１日空けて、明日の 28 日の３日間で、市内全小中

学校の学校長に対する人事評価制度に関わる中間面談を、２次評価者

である教育長と１次評価者である学校教育課長の２人で行い、明日実

施する４校以外は終了いたしました。目標申告シートと職務能力発揮

シートに記載された当初申告・中間申告に基づき、中間面談を実施し

ております。そして、今後、２月の最終面談により、校長の人事評価

を行います。この人事評価制度は、各学校でも１次評価者を教頭、２

次評価者を校長として全県費負担職員に対して同様に行われます。以

上でございます。

はい。ありがとうございました。続いて教育センター、お願いします。

はい。教育センターから報告いたします。９月５日から 13 日にかけて、

東京電力富津火力発電所ＬＮＧ地下式貯槽完成落書会が開催されまし

た。こちらは、富津市の全小学校６年生児童が、新しくできた深さ 33．

５ｍ、内径 69ｍのＬＮＧ地下タンクの中に入り、予め考えてきた思い

思いの絵をタンクの底にマジックで落書きするという催しで、前回は

平成 11 年３月に実施されました。当日、子供たちはグループごとに楽

しそうに絵を描いたり、タンクの中で記念撮影をしたりしながら、思

い出のひとときを過ごすことができました。９月６日、天神山小学校

において、南房総教育事務所指導室計画訪問が行われました。学校経

営説明、授業参観、学校として必要な諸帳簿の点検、教科ごとの分科

会、全体講評等により指導を受けました。『校舎内外の環境がとても素

晴らしく、児童は落ち着いた授業態度で、教職員との関係も良好であ
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る。』との評価をいただきました。全体会では、例えば、記述に強い子

を育てるには、授業の中でただ意見や感想を書かせるのではなく、主

語・述語をはっきりさせて書かせるなど、ねらいを明確にして書かせ

ることが大切である等、『“主体的・対話的で深い学び”の実現に向け

て、さらに授業改善に取り組んでほしい。』との指導を受けました。９

月８日、富津市内全中学校の体育祭が開催されました。当日は気温・

湿度とも高くなったので、各学校とも、子供たちの陣地にテントを張

ったり、ミストを設置したり、こまめに水分補給をしたりするなど熱

中症対策を施しながら実施いたしました。暑い中でしたが、生徒たち

は競技種目や応援合戦等、全力で生き生きと取り組んでおりました。

しかし、天羽中学校では、午後の競技の途中で２名の生徒が熱中症で

救急搬送され、それ以降の競技は中止にして、体育館で閉会式を実施

いたしました。幸い、病院で手当を受け、夕方には元気に帰宅するこ

とができました。他の学校でも、熱中症気味の生徒が数人は出たよう

ですが、無事に終了することができました。なお、９月 29 日に環小学

校が運動会を実施する予定でございます。９月 10 日、吉野小学校にお

いて、全日本司厨士協会千葉県本部主催による、食育の授業と千葉県

産食材を使った食事会が、５・６年生の児童を対象に開催されました。

これは、司厨士会が食育奉仕活動の一環として行っているもので、今

年度で５回目となります。始めにシェフによる食育授業があり、味は

舌にある味蕾という細胞が、甘味、塩味、旨味、酸味、苦味の味を脳
み ら い

に伝えていることの説明を受け、続いて児童たちは、自らの味覚セン

サーをフル稼働させながら、用意された塩や酢などを実際に舐めたり

するなど、人それぞれ感じ方の異なる味覚の不思議を楽しんでおりま

した。その後、千葉県産の食材を使ってシェフたちが腕を揮って作っ

た料理を美味しそうに味わって食べておりました。９月 15 日が雨天の

ため、９月 17 日に延期された君津地方中学校新人陸上競技記録会が、

富津臨海陸上競技場おいて、開催されました。予備日の開催となった

ため、部活動の関係で出場できなくなった選手も出てしまいましたが、

当日は晴天の中、各選手は自己新記録を目指して懸命に競技に取り組
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岡根教育長

當眞課長

んでおりました。詳しい結果につきましては、お配りしました記録表

をご覧願います。９月 26 日、401 会議室において、特別支援教育推進

チーム会議を開催いたしました。各学校への巡回訪問の結果を情報交

換するとともに、今後の特別支援教育推進上の課題について話し合い

ました。以上でございます。

はい。ありがとうございました。続いて生涯学習課、お願いします。

はい。生涯学習課から報告をいたします。９月４日、502 会議室におい

て、第４回富津市スポーツ推進委員会議を開催いたしました。10 月８

日（体育の日）に開催予定の富津市ふれあいスポーツフェスタ 2018、

11 月 23 日（勤労感謝の日）に志駒もみじロードで開催予定の第 35 回

市民ハイキング、10 月 28 日に新日鐵住金君津体育館ほかで開催予定の

君津地区スポーツ・レクリエーション祭など、各事業の開催内容及び

受持担当の確認をいたしました。９月９日、市総合社会体育館におい

て、第６回富津市ふれあいドッジビー大会を開催いたしました。４チ

ーム 40 人が参加し、子供も大人も混じってドッヂビーを楽しんでおり

ました。同日、平成 30 年度ニュースポーツ教室でペタンクを実施いた

しました。９月 12 日、502 会議室において、富津市ふれあいスポーツ

フェスタ 2018 第５回実行委員会会議を開催いたしました。10 月３日に

大会議室で開催予定の実行委員・競技役員全体説明会の打合せをいた

しました。9 月 23 日、臨海野球場をメイン会場に、平成 30 年度富津市

教育長杯争奪少年野球大会が、飯野少年野球クラブほか市内５チーム

の参加により、実施されました。この大会は新人戦ということで、５

年生を最上級生とする初めての大会でございます。なお、決勝戦は 10

月 15 日にふれあい公園球技広場で行われる予定でございます。９月 26

日、503 会議室において、第 41 回千葉県民マラソン大会第１回運営委

員会を開催いたしました。会長に富津市陸上競技協会の藤井公夫氏、

副会長に富津市観光協会の松本孝氏、区長会の鹿島榮氏が選出されま

した。主催者である千葉日報社から第 41 回千葉県民マラソン大会の日

程について、平成 31 年３月３日に開催との報告がございました。以上

でございます。
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岡根教育長

渡邉館長

岡根教育長

小坂委員

はい。ありがとうございました。最後に公民館、お願いします。

はい。公民館から報告をいたします。８月 26 日、富津公民館において、

平成 31 年富津市成人式第２回実行委員会を開催いたしました。内容は、

会場の選定について、マザー牧場へ現地視察を行いました。次に、９

月２日、中央公民館において、第３回公民館カフェが開催されました。

同時開催の図書リサイクル会も含め、当日はたくさんの人が来館し、

イベントを楽しんでおりました。次に、９月 14 日、中央公民館におい

て、富津市民文化祭 2018 実行委員会役員・正副部門長会議を実施いた

しました。公募したポスターの中から、最優秀賞の選定を行いました。

市内小中学校の児童生徒から 70 点の応募があり、選考の結果、富津中

学校２年生の平野えみりさんの作品が優秀作品とし選ばれ、本年度の

ポスターとして採用することで決定いたしました。メインテーマは 231

点の応募の中から、富津中学校２年生の平野和磨さんの『人と人 文

化でつなぐ 富津の輪』を採用することで決定いたしました。これら

を紙面に取り入れた広報用のポスターを印刷し、10 月上旬に配布する

予定となっております。また、啓発用のティッシュを各公民館等に設

置して配付しております。次に、９月 16 日、富津公民館において、平

成 31 年富津市成人式第３回実行委員会を開催いたしました。先の会議

にて、マザー牧場へ視察に行きましたが、今回の式典会場は従来どお

りの富津公民館となりました。また、式典の役割分担や今後のスケジ

ュール調整など、話合いが行われました。次に、９月 19 日、中央公民

館において、第２回富津市公民館運営審議会を開催いたしました。平

成 31 年富津市成人式の実施について、議題といたしました。また、富

津市民文化祭 2018 の実施について及び旧市役所第２庁舎解体工事の進

捗状況について、報告を行いました。以上でございます。

はい。ありがとうございました。各課報告の中で、ご質問・ご意見等

はございますか。はい。小坂委員。

はい。教育センターから報告のありました、９月 10 日に行われた食育

の授業と千葉県産食材を使った食事会について、お聞きします。今回

は吉野小学校の５・６年生を対象として行われ、今年度で５回目とい
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河野所長

小坂委員

河野所長

岡根教育長

小坂委員

岡根教育長

榎本委員

うことでしたが、こちらについては、毎年行われるものなのでしょう

か。シェフが作ったお料理を食べるという大変素晴らしい企画だと思

うのですが、今後も引き続き実施していただけるのでしょうか。

はい。こちらにつきましては、あくまで全日本司厨士協会さんが食育

推進事業の一環として実施していただいているものですので、そちら

の状況が許す限り、毎年ご連絡をいただいており、お願いをしている

ような状況でございます。ですから、来年度以降の実施予定につきま

しては、現時点では未定でございます。以上でございます。

わかりました。富津市でこのような事業を実施していただき、とても

有り難いことですね。

はい。以前に『なぜ富津市で実施していただけるのですか。』という質

問をしましたところ、『この事業につきましては、大規模校での実施が

難しく、富津市については、実施可能な小規模校が多くあるので実施

をさせてもらっている。また、以前に富津市長とお話する機会があり、

本事業について説明したところ、「是非とも富津市で実施してほしい。」

というお話があったので、そのような流れで実施することになりまし

た。』というご回答がございました。なお、この５年間で、複数の学校

が合同で開催することもございましたので、未実施の学校については、

数校となっております。しかしながら、残念なことに、青堀小学校に

つきましては、学校規模が大きいことから実施は難しいようです。以

上でございます。

私は、今回は議会の関係で参加することができなかったのですが、機

会がございましたら、教育委員の皆様にも是非ご参加いただければと

思います。

わかりました。ありがとうございました。

他にご意見・ご質問等はございますか。はい。榎本委員。

はい。教育センターから報告のありました、９月８日に行われた体育

祭について、お聞きします。天羽中学校については、生徒が熱中症に

なって体育祭が途中から中止になったという報告がありましたが、一

生懸命に体育祭の準備をしてきた生徒にとっては、とても残念なこと
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河野所長

榎本委員

岡根教育長

小坂委員

渡邉館長

小坂委員

岡根教育長

細谷主幹

だったのではないかと思います。このような中で、体育祭の開催日を

残暑厳しき折ではなく、例えば、小学校では５月に運動会を行ってい

るところもあるようですし、中学校についても、今後、体育祭の開催

日を変更することはできるのでしょうか。

はい。体育祭の開催日については、以前より検討事項としては挙がっ

ております。しかしながら、小学校が運動会を実施している５月頃は

修学旅行の時期と重なってしまい、その他にも、部活の大会や陸上大

会等の様々な行事もございまして、このような時期に開催していると

ころでございます。今後、今年のような酷暑が続くとなれば、また変

更も考えていかなければならないと思います。以上でございます。

わかりました。ありがとうございました。

他にご意見・ご質問等はございますか。はい。小坂委員。

はい。平成 31 年富津市成人式について、お聞きします。以前に、会場

をマザー牧場に変更する可能性があるというお話を聞き、『大丈夫だろ

うか。どうなるだろうか。』と思いながら、反面、楽しみにしておりま

した。しかしながら、先ほど公民館からの報告で、会場については昨

年に引き続き公民館に決定したというお話がありましたので、その理

由について、教えてください。

はい。実行委員の中で、『今回、会場をマザー牧場にしたらよいのでは

ないか。』というご意見がございました。そこで、視察に行ったのです

が、最終的には、女性から『着物で出席する場合、問題がある。』とい

う意見がございました。また、実行委員会がＳＮＳでアンケートを実

施しましたところ、７割の方から『富津公民館の方がよい。』という意

見がございましたので、最終的には富津公民館ということになりまし

た。以上でございます。

わかりました。ありがとうございました。

他にご意見・ご質問等はございますか。無いようですので、次に、報

告事項に入ります。報告第１号平成 30 年度富津市内小学校修学旅行の

計画について、説明をお願いします。

はい。それでは、報告第１号について、ご報告いたします。６ページ
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岡根教育長

坂部委員

細谷主幹

坂部委員

岡根教育長

河野所長

をご覧願います。２学期に市内 10 小学校で修学旅行を計画しておりま

す。大涌谷周辺の火山活動による規制が解除された関係で、行き先を

箱根方面に戻した学校もあり、その他、鎌倉、小田原、山梨、名古屋

方面への旅行を計画しております。また、湊小学校、天神山小学校、

竹岡小学校は、３校合同で宿泊地や箱根までの移動手段を同じにする

など、経費の負担軽減や中学校での合同生活を視野に入れた計画をし

ております。現時点で青堀小学校の児童１名が保護者と確認し、欠席

の予定でございます。行き先地の保健所や消防本部への衛生監督や防

災安全対策等について照会を行い、児童の安全対策をとった上で実施

する予定でございます。以上でございます。

はい。ありがとうございました。報告第１号について、ご質問はござ

いますか。はい。坂部委員。

はい。湊小学校、天神山小学校、竹岡小学校の３校合同ということで

すが、こちらについては、朝から夕方まで２日間、全て一緒に行動す

るということでしょうか。

はい。行き先までの移動手段が一緒ということであり、向こうに行き

ましたら、それぞれの学校で別行動になります。ただし、宿泊先が一

緒ですので、各学校で独自の活動に支障のない範囲で、合同で集まっ

てイベントを行うというように伺っております。

わかりました。各学校で児童１人当たりの費用がそれぞれで違うのは、

そういったことがあるからなのですね。ありがとうございました。

他にご質問はございますか。無いようですので、続いて、報告第２号

富津市『いじめ相談メール』の開設について、説明をお願いします。

はい。それでは、報告第２号について、ご報告いたします。７ページ

をご覧願います。現在、富津市教育委員会では、教育センターを窓口

に、平日の午前９時から午後４時まで、電話による教育相談を実施し

ております。しかし、限られた時間内での電話による相談だと、時間

的・物理的な問題によって、相談したくてもできないことがあること

や、パソコンやスマートフォンの普及により子供たちにとってメール

やＬＩＮＥ、ＳＮＳ等が身近になったことから、小中学生が、よりい



11

岡根教育長

池田委員

河野所長

じめ問題について相談しやすい環境を整えようと考えました。そこで、

小中学生や保護者が、いじめ問題についてパソコンやスマートフォン

からメールでいつでも相談できるようにして、いじめ問題の早期発見、

早期解決に役立てていくため、富津市『いじめ相談メール』を開設す

ることにいたしました。相談メールは市役所のシステムを経由して教

育センターに届き、回答を希望する場合は、３日以内に相談者指定の

アドレスにメールで回答することとなります。なお、これは決してス

マートフォン等の所持を奨励するものではないことを、保護者宛文書

に明記してございます。以上でございます。

はい。ありがとうございました。報告第２号について、ご質問はござ

いますか。はい。池田委員。

はい。こちらのいじめ相談メールの取組については、いじめの早期発

見あるいは解決に繋がる非常に良い取組であると思っております。そ

のような中で、他の地域の行政機関やＮＰＯ団体でもすでに先行事例

としてあろうかと思います。例えば、長野県教育委員会では、ＬＩＮ

Ｅを使ったいじめ相談窓口を開設しておりますし、県内でも、柏市と

山武市が『ＳＴＯＰ ｉｔ（ストップイット）』というアプリを使用し

たいじめ相談を行っております。最近では、７月から浦安市がいじめ

相談メールを始めたようですが、そうした先行事例による効果と課題

について、何か把握していることがありましたら、教えてください。

はい。私どもは、初めは柏市の『ＳＴＯＰ ｉｔ（ストップイット）』

について調査を行いました。実際に課題として挙げられるのは、スマ

ートフォンの所持率がひとつとしてございます。それから、そのアプ

リをダウンロードしてもらわなければならないのですが、６月頃の時

点において、そのダウンロード率が 10％をきっており、いかにそのア

プリをダウンロードしてもうらうかということろが課題となっている

ようです。また、本市でも導入した場合にどのようになるかと考えた

ときに、１人当たり 300 円及び消費税の費用が掛かるということで、

現在、中学生が約 900 人おりますので、導入したとすると、最低でも

年間 30 万円以上の費用が掛かりますので、そのような点も含めて鑑み
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池田委員

岡根教育長

坂部委員

河野所長

坂部委員

岡根教育長

重城課長

た結果、『取りあえず、教育相談メールから始めよう。』ということに

なり、開始させていただきました。以上でございます。

わかりました。浦安市も同様だと思うのですが、メールでの相談を受

け付けますと、かなりの倍率で相談件数が増えるということをお聞き

しております。そこで、受け入れる側の体制づくりといいますか、仕

組みづくりも大切であると思いますし、また、個人情報の流出を防ぐ

セキュリティ対策等も必要であると思いますので、そのような点につ

いてしっかりと対策をとった上で実施していただけたれば有り難いと

思っております。ありがとうございました。

他にご質問はございますか。はい。坂部委員。

はい。ちなみに、電話でのいじめ相談というのは、年間でどのくらい

の件数があったのでしょうか。

はい。手元に資料がないので正確な数字は申し上げられませんが、い

じめということに限っては、相談件数としましては、数える程度の件

数であったと思います。教育相談全体として、電話がありましたのが

確か十数件程度であったかと思います。確認の上、改めて回答いたし

ます。

わかりました。今後、このメールでの相談窓口を多くの方に利用して

いただき、いじめの早期発見に繋がれば良いと思います。

いじめ相談メールについては、相談しやすい体制のひとつの方策だと

思いますので、成果があれば更にバージョンアップをしなければなら

ないと思います。まずは、このＱＲコードで子供たちや保護者も含め

てスマートフォンに入れてもらい、いつでも相談できる体制であるこ

とを認知していただき、気軽に相談できるというのが１番大きなこと

だと思っております。今後もＰＲをしっかり行っていきたいと考えて

おります。。他にご質問はございますか。無いようですので、続いて、

報告第３号専決事項の報告について（後援申請）、説明をお願いします。

はい。それでは、報告第３号について、ご報告いたします。資料 11 ペ

ージをご覧願います。後援申請については、12 ページに記載の平成 30

年８月 13 日申請受付分、コスモポリタン サクソフォーン アンサンブ
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岡根教育長

榎本委員

髙梨参事

岡根教育長

重城課長

ルほか７件を承認しましたので、ご報告いたします。以上でございま

す。

はい。ありがとうございました。報告第３号について、ご質問はござ

いますか。無いようですので、次にその他に入ります。委員の皆様か

ら、何かございますか。はい。榎本委員。

はい。９月初旬だったかと思いますが、新聞に、重すぎるランドセル

について、取り上げた記事が掲載されておりました。その中では、文

部科学省から教育委員会へ『学用品の持ち帰りについては、柔軟な対

応をとるようしてください。』という通知を出したということも掲載さ

れていました。私も、以前から『子供たちのランドセルがとても重そ

うだな。』と感じていました。さらに、今の子供たちは水筒も持ってい

くようで、その水筒も重そうで、足を引きずるようにして登校してい

るという印象を受けました。そこで、現在、富津市では学用品を持ち

帰らない、いわゆる置き勉について、どのような対応をとっているの

か教えてください。

はい。これだけの社会的問題になっておりますので、今後は校長先生

方へ調査を依頼し、何らかの対応をとっていきたいと思っております。

現時点において、まだ実態を把握しておりませんので、調査結果を踏

まえた上で対応を考えていきたいと思っております。以上でございま

す。

今後の課題として、考えていきたいと思っております。他に何かござ

いますか。はい。教育総務課長。

はい。本日、お手元にお配りいたしました富津市中期財政計画につい

て、ご説明いたします。本資料につきましては、先週、議会全員協議

会にてご報告させていただくとともに、公表させていただいたもので

ございます。全体の概要と教育委員会の概要について、ご説明させて

いただきます。まず、目次をご覧願います。本計画の構成ですが、１

として計画策定や位置づけを説明した『基本的事項』、２として歳入、

歳出、各種財政指標の現状を分析した『財政の現状』、３として財政調

整基金と地方債残高の目標値等を示した『財政規律』、４として今後５



14

年間の『財政見通し』、最後に、今回、新たに加えました５の『今後の

取り組みについて』の順に掲載しております。続きまして、１ページ

をご覧願います。『１ 基本的事項』、『１ 計画策定の目的及び位置付け』

ですが、１段落目になりますが、昨年度の計画策定後に富津市健全な

財政運営に関する条例が制定されたことから、今回、この条例の第 11

条の規定に位置づけられたものであることを加えました。次に、２ペ

ージをご覧願います。『２ 財政の現状』として、以後５ページまで、

平成 29 年度決算を新たに加え、歳入では主な項目別、歳出では主な性

質別に過去５年間の推移をグラフ化し、主な増減理由などの分析を記

載しておりますが、本日は説明を省略させていただきます。ご不明な

点等ございましたら、後ほどお問い合わせください。次に、６ページ

をご覧願います。『３ 各種財政指標』として、以後８ページまで、平

成 29 年度決算を新たに加え、主な財政指標を、富津市、県内市平均の

過去５年間の推移をグラフ化し、主な増減理由などの分析を記載して

おります。こちらにつきましても、説明は省略させていただきます。

次に、９ページをご覧願います。『１ 財政調整基金残高』、『（１）財政

規律』ですが、財政調整基金は、平成 25 年度末の２億円から、平成 29

年度末は 18 億円まで増加し、財政調整基金残高比率は、県内市平均を

上回る水準となりました。持続可能で安定的な財政運営を行っていく

ためには、一定の基金残高は必要であり、引き続き、地方財政法に基

づいた積み立てを行い、基金残高の確保に努めていくと同時に、また、

財政調整基金は、災害への対応などの突発的な財政需要に備えるほか、

年度間の財政調整機能も有しておりますので、今後、機動的な活用も

検討していきたいと考えております。次に、10 ページをご覧願います。

上段の『決算剰余金の積み立て状況』の表ですが、本市では平成 26 年

度決算から決算積み立てを行っている状況でございます。次に『（２）

目標額』でございますが、平成 35 年度末における財政調整基金残高を、

標準財政規模の 20％である 22 億円に設定いたします。続きまして、『２

地方債残高』をご覧願います。『（１）財政規律』ですが、本市の地方

債残高は年々減少し、総額では減少してきており、県内比較では低い
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岡根教育長

重城課長

岡根教育長

水準で推移している状況ございます。11 ページをご覧願います。しか

しながら、老朽化した公共施設の更新事業のほか、火葬場やごみ処理

施設などの広域処理事業が見込まれ、その財源として地方債の発行は

必要だと考えております。次に『（２）上限額』ですが、平成 35 年度

末における地方債残高を、標準財政規模の 150％である 165 億円に設定

いたします。次に 12 ページをご覧願います。『４ 財政見通し』、『１ 中

期収支見込みの算出方法』について記載しております。12 ページが歳

入、次の 13 ページが歳出の算出方法となっております。この結果に基

づきまして、14 ページ及び 15 ページに、歳入金額及び歳出金額を掲載

しております。このうち、具体的に申し上げますと、教育部に関係す

る部分といたしまして、15 ページの 11 番、普通建設事業費の内訳が

16 ページに記載されておりますので、ご覧願います。教育部に関係す

る普通建設事業費といたしましては、この５か年間で、29 番から 33 番、

小学校施設整備事業、中学校施設整備事業、天羽中学校校舎改築事業、

学校給食共同調理場整備事業、富津公民館空気調和設備等改修事業を、

それぞれの年度に適切な金額を計上しております。その結果としまし

て、15 ページの収支見込みの収支の欄をご覧になっていただきますと、

平成 35 年度までいずれの年度も黒字となっております。以上で本計画

の概要の説明とさせていただきます。以上でございます。

ありがとうございました。何かご質問はございますか。無いようです

ので、教育総務課、お願いします。

はい。それでは、次回の教育委員会定例会議等日程でございますが、

10 月 25 日、木曜日、午前 10 時から、市役所４階、401 会議室にて定

例会の開催を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。以

上でございます。

はい。ありがとうございました。以上で本日の会議日程は、終了させ

ていただきます。


